
防
災
に
つ
い
て
、
市
民

と
の
情
報
共
有
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

今
後
の
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る

中
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人

材
で
、
最
大
限
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
、
行
政
評
価
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
く
る
と
思
う
が
、

現
状
と
課
題
は
。

産
業
振
興
、
市
の
自
主

財
源
の
確
保
、
雇
用
の
場

の
確
保
等
に
つ
な
が
る
若

者
等
の
起
業
に
対
す
る
支

援
の
取
り
組
み
は
。

財
政
課
長

※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
り
行
政
評
価
を
実
施

し
、
行
政
事
務
の
効
率
化
、

適
正
化
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
も
重
点
施
策
を
中

心
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
併
せ
て
、
持
続

可
能
で
健
全
な
財
政
運
営

地
域
創
生
課
長

国
の
産
業
競
争
力
強
化

法
に
基
づ
く
創
業
支
援
事

業
計
画
を
申
請
し
、
本
年

５
月
に
認
定
を
受
け
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
創
業

希
望
者
、
創
業
者
を
対
象

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
財
政
情
報

の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
説
明
責
任
を
果
た
し

ま
す
。

と
し
た
窓
口
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
お
お

い
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
起
業

家
に
対
す
る
助
成
制
度
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長

防
災
の
し
お
り
の
改
訂

版
の
作
成
・
配
布
を
予
定

し
て
お
り
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
く
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、県
の
調
査
・

指
定
完
了
後
に
※

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
周

知
す
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。今

後
も
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
情
報
提
供
や
、
連
携

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

現在、配布している防災のしおり

一 般 質 問

今後の防災については

～ 引き続き防災・減災体制の強化に努める ～

工
く

藤
どう

友
とも

生
き

市民クラブ

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
課
題
は

～ 

行
政
事
務
の
効
率
化
、
適
正
化
を
図
り
、

財
政
情
報
の
提
供
に
よ
り
、
説
明
責
任
を
果
た
す 

～

今
後
の
地
域
活
性
化
は

～ 

こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
若
者
が
重
要 

～

質

質質

答答

答

ハザードマップ＝自然災害が発生した場合に想定される被害範囲や避難場所、避難経路などを地図化したもの。
PDCAサイクル＝計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）を繰り返し行うことで継続的に業務を改善する手法。

16（第46号2015.8）



あなたの意見や要望

請願・陳情

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
法
整
備
の
拡
充
を
求

め
る
請
願

本
請
願
は
部
落
解
放
同
盟
大

分
県
連
合
会
豊
後
大
野
市
連
絡

協
議
会
（
紹
介
議
員
宮
成
昭
義
、

工
藤
友
生
）
か
ら
請
願
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

政
府
に
お
い
て
は
表
現
の
自

由
・
言
論
の
自
由
に
配
慮
し
つ

つ
も
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

に
法
整
備
を
含
め
た
強
化
策
を

速
や
か
に
検
討
し
実
施
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

【
本
会
議
で
の
討
論
】

�

賛
成
討
論�

特
定
の
個
人
や
集
団
の
人
々

の
基
本
的
人
権
を
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

す
る
誹

謗
中
傷
を
一
方
的
に
行
い
、
ま

た
人
種
差
別
思
想
の
流
布
や
人

種
差
別
の
煽
動
な
ど
、
表
現
の

自
由
を
逸
脱
し
て
い
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
は
規
制
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
だ
と
思
う
。

我
々
は
人
種
等
を
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
一
層

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
憲
法

で
保
護
さ
れ
る
べ
き
表
現
の
自

由
に
基
づ
く
正
当
な
言
論
活
動

ま
で
も
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
法
整
備
を
望
む
。

▲
全
会
一
致
で

▲

議
員
発
議
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
対
策
に
つ
い
て
法
整
備
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
、

全
会
一
致
で
可
決
、
国
の
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

●
少
人
数
学
級
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
２
分
の
１
復
元
お
よ
び
制
度
の
拡
充
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
１
６
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請

本
請
願
は
大
分
県
教
職
員
組

合
大
野
支
部
（
紹
介
議
員
衞
藤

竜
哉
）
か
ら
請
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

①
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る

こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
豊
か
な

教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

②
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

国
負
担
割
合
を
２
分
の
１
へ
復

元
・
拡
充
す
る
こ
と
、
こ
の
２

点
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
へ
意
見
書
提
出
を
請
願
す

る
も
の
で
す
。

【
本
会
議
で
の
討
論
】

�

賛
成
討
論�

本
請
願
は
30
人
以
下
学
級
の

推
進
を
求
め
て
い
る
。
改
正
義

務
教
育
標
準
法
に
定
め
る
、
ま

ず
は
35
人
学
級
の
拡
大
を
促
進

す
る
た
め
に
も
、
採
択
す
べ
き

で
あ
る
。
少
人
数
学
級
を
拡
大

す
れ
ば
、
教
職
員
が
１
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
に
丁
寧
な
対
応
、

き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

�

賛
成
討
論�

教
育
に
使
う
国
家
予
算
は
未

来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
る
。
子

ど
も
達
に
最
善
の
教
育
環
境
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
は
我
々
の

使
命
で
あ
り
、
社
会
的
責
任
で

あ
る
。
教
育
を
財
源
論
だ
け
で

語
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
。

▲

賛
成
多
数
で

▲

議
員
発
議
で
本
請
願
の
意
見

書
を
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
可

決
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

採
択

採
択

６月定例会 （請願・陳情）
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